
【所轄地区:豊野地区】 

豊野地区公民館・藤塚公民館 
 

◇運営の基本方針 
 利用する人それぞれの心が潤い、かつ魅力あふれる事業を展開するとともに、地域文化の向

上を図ることができる生涯学習拠点施設としての公民館を目指す。 
   

◇重点施策 

１ 地域住民の学習ニーズを把握し、各層を対象とした学習機会の充実と学習情報の提供を行

う。 

２ 青少年の健全育成を図るため、学校週５日制に対応した各種事業を行うとともに、地域 

のボランティアや青少年の育成などの人材を活用したさまざまな学習を展開する。 

３ 地域・学校・家庭との連携、協力関係を深めるとともに、事業の企画段階からの市民参加 

を促進する。 

  

◇重点事業 

 １ チャレンジ教室      ２ 小・中学生期合同家庭教育学級 

３ 子育てふれあいサロン   ４ 豊野地区体育祭・豊野地区文化祭 
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事 業 名
テ ー マ

定員 定めず

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の

目標No
4.11.17

会 場

12月27日（水） 実施内容を決裁
12月27日（水） 案内通知の配付
 1月 1日（月） 公民館だより1月号に掲載

 1月23日（火） 配布資料を決裁

女

回 数 総時間数 計

公民館の利用について

2月1日(木) 13：30～14：00 説明 27 32

１回 30分 27 32

企画運営上
の　 工 　夫

 成　　　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

公民館利用申し込み方
法について

今後も公民館運営について、利用者の意見や要望を伺う機会として実施していきた
い。

5

公民館の施設利用についての説明のほか、公民館使用申込み方法などの説明も行っ
た。
人権教育研修会（ビデオ視聴）と消防訓練を併せて実施した。

施設の充実等の要望が寄せられた。

5 豊野地区公民館職員

当日会場で受付

月日（曜） 時 間
内 容 方法

参加者
講師・助言者の職名

氏　　　名
男

合計
計

サークル・団体の運営に
ついて

特　　色
位置づけ

豊野地区　１

公民館利用者のつどい 対 象
豊野地区・藤塚
公民館の利用者
と利用予定者

公民館利用に関する意見交換やクラブ・サークル同士の交流を通じて、地域における
よりよい公民館活動のあり方を考える。

豊野地区公民館　講堂
教　　材
資 料 等

会議資料、公民館利用団体票、公
民館へのご意見・ご要望

実施まで
の 経 過

ＰＲ方法

公民館利用団体へ通知等を窓口
配布
公民館だより1月号に開催告知を掲
載

受付方法



事 業 名
テ ー マ

定員 100名

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の

目標No
4.11

会 場

女

回 数 総時間数 計

企画運営上
の　 工 　夫

 成　　　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望
4校のPTA会長との打ち合わせを行ったが、何年もコロナで開催できなかったこともあ
り、今年度の役員に担当者を配置してなく、令和５年度は開催が中止となった。次年度
については、早めに調整を行い開催をする。

豊野地区　２

小・中学生期合同家庭教育学級 対 象
豊野地区小・中
学生の保護者、
関心のある方

子どもの発達段階に応じた課題に対する親の在り方を考えるとともに、家庭の役割につ
いて認識を深める。

豊野地区公民館　講堂
教　　材
資 料 等

主催：豊野小、藤塚小、牛島小、豊野中、
豊野小ＰＴＡ、藤塚小ＰＴＡ、牛島小ＰＴＡ、
豊野中ＰＴＡ
託児協力：更生保護女性会豊野支部

特　　色
位置づけ

計

実施まで
の 経 過

ＰＲ方法

月日（曜） 時 間

PTAと調整の結果
令和5年度については中止

内 容 方法

参加者

受付方法

講師・助言者の職名
氏　　　名

男
合計



事 業 名
テ ー マ

定員 5～10組

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の

目標No
4.11.17

会 場

女

回 数 総時間数 計

5月18日（木） 10：00～11：30 ママヨガ＆ベビーマッサージ 4 4

7月20日（木） 10：00～11：30 だっこフラ 1 1

9月14日（木） 10：00～11：00 わくわく！リトミック 15 22

12月14日（木） 10：00～11：30 クリスマス会 19 30

1月18日（木） 10：00～11：30 みんなで遊ぼう☆１ 6 13

3月14日（木） 10：00～11：30 みんなで遊ぼう☆２ 6 8

小計 8時間30分 51 78

4月25日（火） 10：00～11：30 折り紙でかぶとづくり 2 2

6月20日（火） 10：00～11：30 親子で楽しい♪リトミック 13 16

8月22日（火） 10：00～11：00 大きな絵本と手遊び 6 8

10月24日（火） 10：00～11：30 ベビーマッサージ＆ママヨガ 3 6

11月21日（火） 10：00～11：30 わくわく！リトミック 1 2

2月14日（火） 10：00～11：30 折り紙でお雛様をつくろう 中止 0 0

小計 7時間 00分 25 34

11回 15時間 30分 76 112

企画運営上
の　 工 　夫

 成　 　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

リトミック講師

2 庄和図書館職員

3

0 豊野折り紙サークル

フラダンス講師

7 リトミック講師

11

・予約定員制とし、来場者（子供の年齢層など）を把握した。状況によっては、当日参加
も可とした。
・講師には事前に参加人数やこどもの年齢層を伝え、参加した親子が楽しめるプログラ
ムを組んでもらい、実施した。

ヨガ講師

1

0 豊野折り紙サークル

3

リトミック講師

・参加者からは、「いろいろな音楽にふれて楽しく過ごすことができました」「親子で体を
動かせてよかったです」など、大変満足した、また実施して欲しいという意見が多かっ
た。

・参加者が少しでも子育てに対する不安が解消できるような居場所の提供を心掛ける。

9

方法

参加者
講師・助言者の職名

氏　　　名
男

36

保育士

7 リトミック講師

2 リトミック講師

0

27

合計
計

豊野地区　３

子育てふれあいサロン 対 象
0歳～5歳児とそ
の保護者

乳幼児の自由な遊び場として、また育児への不安や悩み、ストレスの解消のための保
護者の交流・情報交換の場として開設する。

更生保護女性会豊野支部

事前申込み制

月日（曜） 時 間
内 容

ヨガ講師

0

特　　色
位置づけ

豊野地区公民館　講堂・和室
藤塚公民館　大会議室・和室

教　　材
資 料 等

実施まで
の 経 過

ＰＲ方法
公民館だよりに記事掲載
子育て情報メール配信

受付方法

重点事業

順次、講師打合せ
事業内容確定後、開催周知



事 業 名
テ ー マ

定員 16名

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の

目標No
3.4.11

会 場

 2月上旬 協力団体と打合せ
 2月24日（木） 実施要項決裁
 3月29日（水） 公民館だより3月号掲載
 4月  1日(土） 参加者募集・受付
10月 1日（日） 参加者追加募集

公民館だより10～2月号掲載

女

回 数 総時間数 計

4月 8日（土） 10:00～12:00 みんなでピンポン 体験 9 14

4月15日（土） 10:00～12:00 みんなでピンポン 体験 11 14

5月13日（土） 10:00～12:00 みんなでピンポン 体験 10 14

6月 3日（土） 10:00～12:00 みんなでピンポン 体験 9 12

6月17日（土） 10:00～12:00 みんなでピンポン 体験 9 14

8月 5日（土） 10:00～12:00 みんなでピンポン 体験 8 12

8月19日（土） 10:00～12:00 みんなでピンポン 体験 11 14

9月 9日（土） 10:00～12:00 みんなでピンポン 体験 9 13

9月16日（土） 10:00～12:00 みんなでピンポン 体験 6 9

11月11日（土） 10:00～12:00 みんなでピンポン 体験 6 8

11月18日（土） 10:00～12:00 みんなでピンポン 体験 8 11

12月 9日（土） 10:00～12:00 みんなでピンポン 体験 8 11

12月16日（土） 10:00～12:00 みんなでピンポン 体験 7 9

1月 6日（土） 10:00～12:00 みんなでピンポン 体験 9 12

2月13日（土） 10:00～12:00 みんなでピンポン 体験 7 10

2月24日（土） 10:00～12:00 みんなでピンポン 体験 5 9

3月 2日（土） 10:00～12:00 みんなでピンポン 体験 7 11

3月16日（土） 10:00～12:00 みんなでピンポン 体験 7 10

18回 36時間 146 207

企画運営上
の　 工 　夫

 成　　　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

4

3

2

3

4

多くの参加者に卓球を楽しんでもらえるよう実施していきたい。

全世代を対象にした講座を企画し、体験学習の機会を設けた。
対戦時間を長くとるため10:00～12:00に設定し開催した。冬場は参加者の人数が少な
く直ぐに対戦する順番が来てしまい、休憩時間が少なくなってしまった。高齢の参加者
が多く、連続して卓球を続けることは体力的に無理があると判断し、対戦と対戦の合間
に休憩を入れて実施した、怪我防止のため準備運動（ラジオ体操等）の時間も設けた。

5

61

2

参加者は集中して真剣に、かつ楽しんで取り組んでおり、大変好評であった。

3

3

3

3

4 レインボー卓球クラブ

3

4

豊野地区　４

みんなでピンポン 対 象 一般

子どもから大人までが自由に卓球を楽しめる機会をつくり、卓球を通じて交流・親睦を
深めるとともに、健康の増進を図る。

学校週５日制対
応事業

実施まで
の 経 過

ＰＲ方法

月日（曜） 時 間
内 容 方法

参加者

公民館だより掲載

豊野地区公民館　講堂
教　　材
資 料 等

レインボー卓球クラブ
特　　色
位置づけ

卓球台・ネット・ラケット・ボール

3

受付方法 事前申し込み制

講師・助言者の職名
氏　　　名

男
合計

5

3

4

計



事 業 名
テ ー マ

定員
講座によ
り異なる

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の

目標No
4.11

会 場

女
回 数 総時間数 計

5月21日(日) 13：00～16：00 サマーミュージックフェスティバル 鑑賞 112 160

12月1日(金) 10:00～12:00 押花のカレンダーづくり 体験 16 18

12月7日(木)  9:30～13：30 和紙で干支の辰(たつ)づくり 体験 14 15

1月25日(木) 13：30～15：30 楽しんで健康づくり 体験 18 18

3月9日(土)  9：30～11：30 豊野スプリングコンサート 鑑賞 35 42

12月9日(土) 13：00～15：30 クリスマスコンサート 鑑賞 17 106

5回 13時間 212 359

企画運営上
の　 工 　夫

 成　 　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

48 藤塚ウクレレクラブほか

講師・助言者の職名
氏　　　名

市内外の音楽家

2 サクラ草押し花クラブ

1 豊野折り紙サークル

0 日本レクリエーション協会公認指導者

7

参加者

計
男

時 間
合計

月日（曜）

順次、講師折衝
事業内容確定後、開催周知

各講座により異なる

公民館だより掲載、館内ポスター掲
示、チラシ配布

生涯学習市民推進員（豊野地区）
特　　色
位置づけ

実施まで
の 経 過

ＰＲ方法

受付方法

豊野地区公民館・藤塚公民館
教　　材
資 料 等

内 容 方法

豊野地区　５

ふれあい教室 対 象 一般

地域に根ざした学習機会をつくると共に、参加者同士の交流を図ることにより、地域の
連帯感を高めることを目指す。

アンケート結果を踏まえ、初心者でも参加しやすい企画を来年度も継続し実施してい
く。

147

・押し花カレンダー：「材料を事前に切ってあり、パーツがそろっていたので安心して作
ることが出来た」との声が寄せられた。

89 市内の音楽家

・押花のカレンダーづくりや、和紙で干支の辰(たつ)づくりは、受付開始時にチラシと見
本を窓口に展示し、参加者を募った。
・会場を１階講堂とし、高齢者が参加しやすいように配慮した。
・正月に向けて押し花のカレンダーづくり講習会や和紙で「干支」を作成する折り紙教
室を実施することにより地域住民への学習・交流の機会を提供した。



事 業 名
テ ー マ

定員 15名

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の

目標No
3.4.11

会 場

2月中旬ごろ 講師打合せ(事前確認）

2月24日(土） 実施要綱決裁
2月27日(火) 公民館だより３月号掲載

3月 1日（水） 講師依頼①

3月10日（金） 参加申し込み開始　
3月22日（水） 講師打合せ

3月25日（金） 講師依頼②
3月29日（日） 公民館だより４月号掲載

4月 ７日（金） 講師打合せ

4月13日（木） 畑の耕耘作業/畝づくり

女

回 数 総時間数 計

4月22日（土） 9：30～11：30 立て札づくり、植え付け 体験 6 10

10月14日（土） 9：30～１１：30 収穫祭 体験 7 11

4月～10月 ※畑の畝作り・草取り・つる返し・

収穫前の準備等については、

講師および公民館職員で実施。

１回 4時間00分 13 21

企画運営上
の　 工 　夫

 成　　　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

実施まで
の 経 過

ＰＲ方法

月日（曜） 時 間

計

内 容 方法

参加者

・公民館だより３月号/４月号掲載
・館内ポスター掲示

受付方法
教材費を添えて豊野地区公民館窓
口にて受付 先着順

講師・助言者の職名
氏　　　名

男
合計

参考図書「さつまいも」「おいもの種類」等

重点事業

4

4

さつまいもづくり講師

豊野地区公民館　研修室、公民館近くの畑
教　　材
資 料 等

特　　色
位置づけ

豊野地区　６

チャレンジ教室
さつまいもづくり体験教室

対 象 小学生

子どもたちにさつまいもづくりを経験させることにより、土に触れることや食の大切さを学
ぶとともに、農作業における異年齢交流や異世代交流をとおして、子どもたちの仲間づ
くり・コミュニケーション能力の向上を図ることを目的とする。

収穫祭では、歓声とともに「あんな小さな苗から、かぼちゃのようなさつまいもがたくさん
できたのに驚いた」「さつまいも掘りは楽しかった。」「大きないもが出てきたときはびっく
りした」といった声が子どもたちから聞かれた。

・昨年よりも多くの参加者が集まった。リピーターの参加もあった。
・前回は苗の購入日から植え付け日まで２週間も空いてしまったうえ、植え付け後に
ゴールデンウイークの連休が重なり、さらに例年にない酷暑が続いたため、半数近くが
枯死してしまったことがあり、今年度は購入から数日での植え付け作業を実施すること
ができた。
・熱中症対策や感染症対策等により草取りや水やり、つる返しなどの作業は講師やボラ
ンティア協力者、職員が作業しやすい天気の日を選んで実施した。今後も参加者の満
足度を得られるような事業を展開していきたい。

・公民館近くの畑を借りることができ、水道も近くの公園のものを使えたので作業はしやす
かった。
・オリジナルの立て札を作ることにより、自分の苗に愛着を持たせるようにした。
・講師やボランティア協力者は高齢の方だったので、受講生とその保護者にとっては、三世
代の交流となった。
・植え付け作業や収穫作業の際には講師に見本を見せてもらうことにより、自分たちで進ん
で作業を行うことができるようにした。

8



事 業 名
テ ー マ

定員
講座によ
り異なる

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の

目標No
4・11

会 場

女

回 数 総時間数 計

2月7日(水) 13:30～15:00 「節電のお話」 講義 18 22

～小さな工夫でおおき

な効果～

2月28日(水) 10:00～11:15 スマートフォンの基本操作 講義 9 10

インターネット接続

（豊野地区公民館）

2月28日(水) 13:30～14:45 スマートフォンの基本操作 講義 8 10

インターネット接続

（藤塚公民館）

3回 4時間 00分 35 42

企画運営上
の　工　夫

成　　　果
参 加 者 の
声　な　ど

課題と展望

一般財団法人　省エネルギーセン
ター・行政デジタル改革課

特　　色
位置づけ

豊野地区　７

必ず役立つ入門講座 対 象 一般

日常生活に役立つさまざまなテーマを選び、日々の生活に活用できる学習の機
会をつくる。

実施まで
の 経 過

ＰＲ方法
公民館だより掲載
ポスター掲示、チラシ配布

事業内容確定後、周知

受講者受付

受付方法 事前申し込み制

講師・助言者の職名
氏　　　名

男
合計

計

豊野地区公民館・藤塚公民館
教　材

資 料 等
講座により異なる。

順次、講師折衝

月日（曜） 時 間
内 容 方法

参加者

4 一般財団法人

省エネルギーセン

ター

参加者のニーズに合った内容で企画、実施できるようにするため、日頃から公
民館利用者等との情報の共有に努めたい。

7

スマートフォン体験教室は、行政デジタル改革課の職員を活用したが、講師の
ほか公民館職員が補助することにより参加者の疑問に答えることができた。

・「節電のお話」～小さな工夫でおおきな効果～
自立度の低下を考えることができて良かったです（健康年齢を下げない生活を
したい）。
・スマートフォン体験教室
「ぜひスマホ教室を定期的に開催してほしい」との声が寄せられた。

課職員

1 行政デジタル改革

課職員

2 行政デジタル改革



事 業 名
テ ー マ

定員 50名

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の

目標No
4.11

会 場

12月20日(水) 実施内容を決裁

 1月  1日(月)

 1月28日(日) DVD借用予約

女

回 数 総時間数 計

2月１日（木） 14：00～14：30 視聴 28 36

1回 30分 28 36

企画運営上
の　 工 　夫

 成　　　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

社会教育課
特　　色
位置づけ

豊野地区　８

人権教育研修会 対 象 公民館利用団体

豊かな人間関係づくりを目指して、様々な人権について認識を深める。

実施まで
の 経 過

ＰＲ方法
案内通知
公民館だより1月号

受付方法 当日会場で受付

講師・助言者の職名
氏　　　名

男
合計

計

豊野地区公民館　講堂
教　　材
資 料 等

視聴覚センター所有の人権啓発
DVD

公民館だより1月号に掲
載

月日（曜） 時 間
内 容 方法

参加者

8 豊野地区公民館職員

DVD「スマホは情報モラ
ルが大切 ２巻 もう一度考
えよう！ 写真や動画の投
稿」視聴

今後も様々な人権について、認識が深められる機会を創出していきたい。

8

公民館利用者のつどいと同時に開催することにより、より多くの利用者に研修へ参加し
てもらえるよう配慮した。

ＳＮＳを利用する際の、特に写真や動画の投稿の注意点について取り上げた。参加者
のアンケートでは「大変満足」「おおむね満足」がほとんどを占めていたことから、人権に
ついて認識が深められたと感じた。



事 業 名
テ ー マ

定員 150名

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の

目標No
3.4.11

会 場

7月14日(金) 社協豊野支部理事会にて協議

7月21日(金) 講師依頼

8月 1日(火) 公民館だより8月号掲載
ポスター掲示、チラシ配架

8月18日(金) 社協豊野支部理事会打合せ

9月12日(火) 協力団体打合せ
9月21日(木) 実施

女

回 数 総時間数 計

13：30～15：00 「心と身体の健康」 講演 82 113

～ストレスと上手に向き合う～

15：00～16：00 ベジタブルチェック、血管年齢 体験

測定、福祉用具の展示、福祉

総合相談コーナー センター

1回 2時間30分 82 113

企画運営上
の　 工 　夫

 成　　　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

共催：春日部市社会福祉協議会豊野支部
協力：春日部市第７地域包括支援センター
　　　　明治安田生命保険相互会社

特　　色
位置づけ

社会福祉協議会
と連携した共催事
業

豊野地区　９

第１５回　健康を考えるつどい
　　「心と身体の健康」
～ストレスと上手に向き合う～

対 象 一般

健康でいきいきとした生活を送るため、日頃の健康管理について考える。

豊野地区公民館　講堂
教　　材
資 料 等

レジュメ（講師用意）

実施まで
の 経 過

ＰＲ方法
公民館だより8月号
館内ポスター掲示、チラシ配布
地区自治会にてチラシの回覧

受付方法 当日会場で受付

講師・助言者の職名
氏　　　名

男
合計

計

9月21日(木)

月日（曜） 時 間
内 容 方法

参加者

春日部市第7地域包括支援

31

・講演内容や講師を検討し、有意義なつどいにしていきたい。
・実施にあたっては、公民館と社会福祉協議会とがそれぞれ役割を分担し、連携を密
にして取り組んでいきたい。

31

・共催団体の春日部市社会福祉協議会豊野支部と協議を重ね、内容を決定した。
・日頃の健康や福祉について、知識を深めるためベジタブルチェックや血管年齢測定
の体験、福祉用具の展示、福祉総合相談コーナーを設けた。

「細かく、丁寧で分かりやすかった」「色々なストレス解消の運動やストレッチができて参
考になった」「体操、食生活を見直そうと思いました」などの感想があり、大変好評だっ
た。

明治安田健康開発（財）

健康増進センター 

明治安田生命



事 業 名
テ ー マ

定めず

ね ら い

協力機関
及び団体

3.4.11

会 場

5月21日(日) 市民体育祭実行委員会

6月10日(土) 正副会長及びスポーツ

推進委員合同会議

7月 1日(土) 第1回実行委員会

7月15日(土) プログラム作成委員会

8月 2日(土) 賞品選定委員会

9月17日(日）第2回実行委員会

女

回 数 総時間数 計

10月8日(日) 8：45～15：45 920 2300

1回 7時間00分 920 2300

企画運営上
の　工　夫

成　　　果
参 加 者 の
声　な　ど

課題と展望

主催）春日部市・豊野地区自治会連合会・
　　　 豊野地区公民館・藤塚公民館
主管）豊野地区体育振興会
後援）春日部市コミュニティ推進協議会

特　　色
位置づけ

豊野地区　10

令和５年度 豊野地区体育祭 対 象

地区内のスポーツの普及発展に努め、地区住民の健康増進及び親睦を図る。

SDGs
の

目標No
重点事業

定員
地区内在住・
在勤者

藤塚小学校　校庭
教　　材
資 料 等

プログラム・競技台本等

実施まで
の 経 過

ＰＲ方法
開催予告
公民館だより8・9月号掲載

受付方法 地区対抗種目を除き自由参加

月日（曜） 時 間
内 容 方法

参加者
講師・助言者の職名

氏　　　名
男

合計
計

・プログラムに企業等の広告を掲載し、広告収入を得た。収入は参加者への賞
品費に充て、賞品の充実を図った。
・賞品選定会議で、種目ごとの分担を決めて賞品の選定、購入にあたった。
・「優秀な成績を収めた人の発表」として、豊野地区在住で県大会以上のス
ポーツ大会に出場して入賞した個人及び団体に表彰状と記念品を贈った。
・パン食い競争をパン釣り競走にするなど競技種目の見直しを行った。

5年ぶりの開催となり、以前の体育祭の内容を熟知している人が少なかったが、
役員の協力により、予定どおり開催することができた。

参加団体から、地区対抗種目の選手がなかなか集まらないとの声があったの
で、今後種目内容等を検討する。

1380

地区対抗種目　７
自由参加種目　１４
アトラクション
・豊野中吹奏楽部の演奏
・豊野地区民踊連盟の民踊

・防災PRコーナー

1380



事 業 名
テ ー マ

定員 定めず

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の

目標No
3.4.11

会 場

女

回 数 総時間数 計

2月18日（日） 8:30～12:00 体験 150 320

1回 3時間30分 150 320

企画運営上
の　工　夫

成 　　果
参 加 者 の
声　な　ど

課題と展望

共催）豊野地区体育振興会
協賛）豊野地区民生委員・児童委員協議会

特　　色
位置づけ

豊野地区　11

三世代交流スポーツフェスティバル 対 象 小学生以上の市民

地域に根ざしたスポーツの促進・普及及び市民の健康増進を図るとともに、三
世代のきずなを深める。

実施まで
の 経 過

　
10月21日(土)
11月26日(土)
 1月20日(土)
 2月10日(土)
 2月17日(土)

検討会
役員会
実行委員会
役員事前研修会
前日準備

ＰＲ方法
公民館だより1・2月号に記事掲載
地区内自治会等にポスター掲示依頼
公民館等でチラシ配布

受付方法 当日、自由参加

講師・助言者の職名
氏　　　名

男
合計

計

藤塚小学校　校庭・体育館
教　　材
資 料 等

スポーツ庁「新体力テスト」年
齢別平均値一覧

月日（曜） 時 間
内 容 方法

参加者

・メインスポーツ
 テーマ「タグラグビー
教室」
・スポーツギネス大会
・大人も参加できる体
力測定
・コーナースポーツ

170

170

新型コロナウイルス感染対策のため、中止や一部開催となっていたがメインス
ポーツ・スポーツギネス大会・体力測定、コーナースポーツ、トン汁配布と従
前の、三世代交流スポーツフェスティバルが開催された。トン汁については、
過去の実績をもとに具材を調達した結果、ほとんど余ることなく配布できた。
また、スポーツギネス大会・体力測定に係わる役員に必ず、経験者を配置した
ことから、スムーズな運営ができた。

４年ぶりの実施となったが、特にメインスポーツのタグラグビーについては、
大人から子供までたくさんの方の参加があり、とても好評だった。また、ス
ポーツギネス大会・大人も参加できる体力測定・コーナースポーツとたくさん
の、スポーツに触れ、「参加してよかった」「楽しかった」などの声が聞かれ
た。

役員については、１週間前の事前研修、前日準備、当日と２週にわたる負担が
大きいため、事前研修会と前日準備を同日にするなど、関係者の負担を減らす
ような方法を検討する。



事 業 名
テ ー マ

定員 定めず

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の

目標No
4.11

会 場

4月22日（土） 文化連盟企画委員会

5月13日（土） サークル体験会 代表者会議

5月19日（金） 農協駐車場借用依頼（電話）

5月26日（金） 加盟団体あて開催通知

6月 1日（水） 館報6月号に記事掲載
6月23日（金） 前日準備

女

回 数 総時間数 計

6月24日（土） 9：00～11：00 芸術の部

11：00～13:00 芸能の部

１回 4時間00分 54 56

企画運営上
の　 工 　夫

 成　　　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

豊野地区文化連盟
特　　色
位置づけ

豊野地区　12

豊野地区文化連盟 サークル体験会 対 象 一般

豊野地区文化連盟会員によるサークル体験会を開催することにより、豊野地区文化連
盟の周知を図るとともに会員同士の親睦をさらに深める。

実施まで
の 経 過

ＰＲ方法

・公民館だより6月号
・館内ポスター掲示、チラシ配布

受付方法

講師・助言者の職名
氏　　　名

男
合計

計

豊野地区公民館　全館
教　　材
資 料 等

月日（曜） 時 間
内 容 方法

参加者

体験

・円滑に準備や運営を行えるように、企画委員会やサークル体験会代表者会議で豊野
地区文化連盟会員相互による入念な意見交換を行った。
・芸術の部と芸能の部を分けて実施することで、各々の体験を行えるようにした。
・芸術の部は研修室を使いブース形式で開設し、芸能の部は講堂で団体ごとに時間を
決め、順番で実施した。
・食生活改善推進員協議会豊野支部の協力により、クッキーとコーヒー販売を行った。

・「いつも各々に勉強しておりますが、今日のようにほかのサークルの様子をうかがえ共
に勉強させていただきとてもよかったです」「いろいろな作品を作り楽しかったです」「踊
りは楽しかったです」との声が寄せられた。
・サークル体験会を機に、豊野地区文化連盟会員同士の親睦がより一層深まった。

・今年で５回目だったものの会員以外の一般の参加者が少なかったため、広報活動を
強化するなど定着率向上に努め、一般の参加者を増やしていくことが求められる。
・団体間でサークル体験への参加に不均衡がないよう留意していく必要がある。

2

2 54 56

酒井書道・サクラ草
押花クラブ・ステン
シル型染め・豊野俳
句会
導引養生功とよのク
ラブ・豊野地区民踊
連盟・フラカーネー
ション・フラワイキキ・
フラココナッツ



事 業 名
テ ー マ

定員 定めず

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の

目標No
4.11

会 場

 5月17日（水） 遊学フェスティバル参加事業申込

 8月 1日（火） 参加申込書配布開始

 8月18日（金） 農協駐車場借用依頼

 9月 9日（土） 参加申込締切り

 9月16日（土） 文化連盟企画委員会

10月14日（土） 文化祭代表者会議

10月27日（金） 春日部交通安全協会依頼

10月30日（月） 来賓招待状発送

10月31日（火） 市民活動総合補償保険申込

11月 1日（水） プログラム館内配架

11月11日（土） 文化祭前日準備

女 合計

回 数 総時間数 計

芸能の部 発表

芸術の部 展示

体験の部 体験

販売の部 販売 180 211

軽食・クッキー・コーヒー販売 販売

豊野中学校生徒俳句展 展示

１回 3時間50分 180 211

企画運営上
の　 工 　夫

 成　　　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

豊野地区文化連盟
特　　色
位置づけ

かすかべ遊学
フェスティバル
2023参加事業

豊野地区　13

第４９回豊野地区文化祭 対 象 一般

公民館利用団体をはじめ、地区内の芸能・芸術団体の活動成果を発表する場として、
また地域住民のふれあいの場として開催する。

実施まで
の 経 過

ＰＲ方法

・公民館だより８月号参加募集記事
掲載
・公民館だより１１月号に開催記事
掲載
・プログラム全戸配布
・安心安全情報メール配信

受付方法
文化祭実行委員の受付・接待係が
一般受付及び来賓受付を行った

講師・助言者の職名
氏　　　名

男

計

豊野地区公民館　全館
教　　材
資 料 等

プログラム等

月日（曜） 時 間
内 容 方法

参加者

11月12日（日） 10：00～13：50

団体8、個人1

団体10、個人2

団体2

31

・参加団体から選出された実行委員が、受付・接待係、会場案内係、司会係、音響・進
行係を分担し、責任者を中心に自主的に文化祭の運営に当たった。
・駐車場係を春日部交通安全協会豊野第一・第二・第三支部に依頼し、来場者の安全
確保に努めた。
・市内で活躍しているクラリネット五重奏や語り部にゲスト出演を依頼し、舞台発表がさ
らに多彩で魅力あるものにした。

・「お互いのよさ、すばらしさを理解し、交流の場として親睦を深めることができる文化祭
は地域づくりの祭典として今後も続けてほしい」「皆さんそれぞれに腕をあげていらして
感心しました」「皆さんすばらしい。来年も楽しみにしています」との声が寄せられた。

・今年は開会式を行い、芸能の部はマスクをはずして発表し、飲食の販売も再開するな
ど、文化祭を全面的に再開させたことにより、来場者数は昨年度の148人から211人に
伸ばすことができた。しかし、まだコロナ前の水準にまでは達しておらず、また、参加団
体が固定化する傾向があり、参加団体の増加にまでつなげることはできていない。参加
団体の増加には公民館利用団体の日頃の活動の活性化が必要であり、より多くの団体
に公民館を利用していただけるよう努めていく必要があると考える。

団体2

春日部市食生活改善推
進員協議会豊野地区

31

春日部市生涯学習市民
推進員



事 業 名
テ ー マ

定員 定めず

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の

目標No
4.11

会 場

6月 順次、講師打合せ

6月8日(木) 農協駐車場借用依頼

7月1日(土) 館報7月号に記事掲載

7月 順次、講師打合せ

7月27日(木) 弁当注文（個数確定）

7月28日(金) 前日準備

女

回 数 総時間数 計

7月29日（土） 10:00～13:00 ようこそ！共栄パークへ！！

クッキーづくり体験教室

ロープむすびゲーム

いけばなづくり 30

おりがみづくり

ハンドタオルでウサギづくり

ヨーヨーすくい・スーパーボールすくい

１回 3時間00分 30 50

企画運営上
の　 工 　夫

 成　　　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

更生保護女性会豊野支部、食生活改善推
進員協議会豊野支部、豊野地区文化連
盟、共栄大学子ども教室サークル、ボーイ
スカウト春日部第７団、豊野中学校ボラン
ティア部、生涯学習市民推進員、交通安全
協会豊野支部

特　　色
位置づけ

豊野地区　14

第４回豊野キッズフェスタ 対 象 小学生以下

地域の子どもたちに楽しめる場を提供し、ものづくりなどの体験をとおして豊かな成長に
寄与することを目的とする。

実施まで
の 経 過

ＰＲ方法

公民館だより掲載
公民館ブログ掲載
館内ポスター掲示、チラシ配布
安心安全情報メール配信

受付方法 当日会場で受付

講師・助言者の職名
氏　　　名

男
合計

計

豊野地区公民館　全館
教　　材
資 料 等

プログラムにより異なる

月日（曜） 時 間
内 容 方法

参加者

体験 50

共栄大学子ども教室サークル

食生活改善推進員協議会豊野支部

ボーイスカウト春日部第７団

20 豊野地区文化連盟

豊野地区文化連盟

公民館職員

更生保護女性会豊野支部

20

小学生に楽しんでもらえる事業とするため、教育学部をもつ大学の子ども教室サークル
と市内のボーイスカウトに講師を依頼した。
日ごろ公民館で活動を行っている食生活改善推進員協議会豊野支部・豊野地区文化
連盟に体験教室の協力を依頼した。
子育てや生涯学習のボランティア団体・個人に協力を依頼した。

「とても楽しくあそべました」「ゲーム・工作とても楽しめました」「中学生ががんばってた。
ありがとうございました」との声が寄せられた。

アンケート結果を踏まえ、小学生でも参加しやすく、満足度を得られるような事業を展開
していきたい。



事 業 名
テ ー マ

定員 10名

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の

目標No
4.11

会 場

史跡巡り
10月26日(木) 常楽寺打合せ

ロビー展
10月31日(火) 豊野中搬入
11月30日(木) 藤塚小搬入

 1月31日(水) 豊野小搬入

女

回 数 総時間数 計

散策 4 7

豊野中俳句展示 展示

藤塚小俳句展示 展示

豊野小俳句展示 展示

1回 3時間00分 4 7

企画運営上
の　 工 　夫

 成　　　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

春日部市生涯学習市民推進員豊野地区
特　　色
位置づけ

・史跡巡り　豊野地区公民館　研修室Ⅰ・Ⅱ
・ロビー展　1階ロビー

教　　材
資 料 等

・史跡巡り
春日部市生涯学習市民推進員が用意

豊野地区　15　

生涯学習市民推進員企画
豊野地区の文化財と史跡巡り
ロビー展

対 象 一般

・史跡巡り…何気なく生活している豊野地区に点在する文化財や史跡を見て回り、豊野地区の
歴史に触れる。
・ロビー展…公民館活動等の成果の発表の場として、公民館１階ロビーを展示スペースとして
活用する。

実施まで
の 経 過

 6月15日(木)
第2回春日部市生涯学習市
民推進員との打合せ・下見

史跡巡り・ロビー展 ・史跡めぐり
公民館だより10・11月号掲載
・ロビー展
公民館だより１１・12・2月号掲載

ＰＲ方法

月日（曜） 時 間
内 容 方法

参加者

男
合計

・史跡巡り
公民館周辺を散策するため、交通事故に注意する必要がある。また公用車で職員が待
機し、急病などの不測の事態に備えた。
・ロビー展
春日部市生涯学習市民推進員指導の下、地区内小中学校から選考された俳句を、豊
野地区公民館のロビーに各校1か月展示した。昨年度は、小学校2校だったが今年度
は中学校にも参加してもらい3校に増やした。

・史跡巡り
参加者は生涯学習市民推進員からの説明を熱心に聞き、積極的に質問する姿が見ら
れた。参加者からは大変満足・ほぼ満足の評価をいただいた。また散策する距離も少
し長いかと思っていたが、全員ちょうどよいとのことで、移動距離も問題なかった。
・ロビー展（俳句講師から）
各校からの選抜された作品で、子供らしい素晴らしい発想の俳句があった。

今後も生涯学習市民推進員と連携し、参加者のニーズに合った内容で実施していきたい。

 5月11日(木)
第1回春日部市生涯学習市
民推進員との打合せ

3

・史跡めぐり
豊野地区公民館窓口若しくは電話
で受付  先着順
・ロビー展は
春日部市生涯学習市民推進員によ
る選考

受付方法

計

3

講師・助言者の職名
氏　　　名

11月1日(水)～11月30日(木)

12月1日(金)～12月22日(金)

2月1日(木)～2月28日(水)

春日部市生涯学習
市民推進員

春日部市生涯学習
市民推進員

豊野地区の文化財と史跡
巡り

11月30日(木) 9：00～12：00



事 業 名
テ ー マ

定員

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の

目標No
4.11

会 場

5月16日(火) 参加申込書配布
6月10日(土) 参加申込書締切

7月 1日(土) 公民館だより7月号掲載

7月上旬 館内ポスター掲示

女

回 数 総時間数 計

8月1日(火) サークル体験月間（豊野） 体験 30

～8月31日(木) サークル体験月間（藤塚） 体験 10

40

企画運営上
の　 工 　夫

 成　 　　果
参 加 者 の
声　 な　 ど

課題と展望

事業にご協力いただけるサークル
特　　色
位置づけ

サークルとの連携

豊野地区　16

サークル体験月間 対 象 一般

豊野地区公民館・藤塚公民館のサークル活動の促進と利用の活性化を目指す

実施まで
の 経 過

ＰＲ方法
公民館だより7月号掲載
館内ポスター掲示

受付方法 直接サークル活動の会場へ

講師・助言者の職名
氏　　　名

男
合計

計

豊野地区公民館・藤塚公民館
教　　材
資 料 等

教材はサークルで準備

月日（曜） 時 間
内 容 方法

参加者

各サークル

・各種団体の活動を活性化するための支援として、今後も続けるべきと考える。

・入口及び受付に「８月 サークル体験月間 参加団体一覧」のポスターを掲示した。
・会場入り口の案内板に「サークル体験」と表示した。

・公民館活動を知ってもらうよい機会となった。
・参加団体18団体で40人の体験者がいた。



事 業 名
テ ー マ

定員
印刷部数
6,500枚

ね ら い

協力機関
及び団体

SDGs
の

目標No
4・11

会 場

女

回 数 総時間数 計

毎月 公民館事業の案内など

Ａ４判両面刷り

１２回

企画運営上
の　工　夫

成　　　果
参 加 者 の
声　な　ど

課題と展望

豊野地区自治会連合会
特　　色
位置づけ

豊野地区　17

公民館だより「とよの」の発行 対 象 地区内全世帯

公民館事業の案内や報告、地区内社会教育団体の行事や会員募集記事などを掲
載し、学習情報を提供する。作成にあたっては、公民館に親しみを感じてもら
える情報媒体とする。

教　　材
資 料 等

実施まで
の 経 過

　　　　　打合せ
ＰＲ方法 市役所ホームページへ掲載

毎月中旬　原稿作成・校正

毎月下旬　印刷

毎月１日　発行

受付方法 掲載依頼記事は前月10日まで

毎月上旬　公民館だより原稿　職員

月日（曜） 時 間
内 容 方法

参加者
講師・助言者の職名

氏　　　名
男

合計
計

毎月の発行にあわせて、公民館だよりの割付案の段階から職員で打合せをする
機会を設け、案を出し合い、地域住民にむけてより見やすく、わかりやすい、
魅力ある紙面づくりに努めた。

主催事業参加者へのアンケート結果によると、参加した方の多くが公民館だよ
りを見て情報を得たと回答しており、事業実施のうえで欠かせない広報手段に
なっている。

来年度も、毎月発行を継続し、事業の開催時期に合わせた広報に努め、地域住
民にむけて公民館に親しみを感じてもらえるような紙面づくりを心がけたい。


